
2023年12月13日
一般社団法人グリーンコープ共同体

朝倉市の公営住宅で年末恒例の「餅つき」を開催
2017年九州北部豪雨で失われた地域コミュニティの絆を強めるために

西日本を中心に16の生協で構成されている一般社団法人グリーンコープ共同体（本部：福岡市博多区、
代表理事：日高 容子、以下「グリーンコープ」）に所属するグリーンコープ生活協同組合ふくおか（以下、

「グリーンコープ生協ふくおか」）は福岡県朝倉市の杷木団地、柿添団地のそれぞれの自治会と共同で、

年末恒例の「餅つき」を実施します。

写真：（あれば）昨年の様子

（必要に応じてモザイク処理）

「餅つき」は2017年７月の九州北部豪雨をきっかけに始まりました。杷木団地と柿添団地は、豪雨で自宅
を失った市民が暮らす災害公営住宅として、2019年にできました。そして現在では被災者ではない世帯
も含めて約30～40世帯あまりが暮らしています。

多くの被災者が暮らす団地の新たなコミュニティづくりの役に立ちたい。そんな想いから杷木団地、柿添

団地での「餅つき」が始まりました。

杷木団地や柿添団地の入居者の多くが65歳以上、ひとり暮らし世帯の割合も半数近くに達しています。
豪雨から6年余りが過ぎましたが、孤立しがちな高齢者を地域で支えるためにもコミュニティづくりの必要
性は決して失われていません。毎回、80名近い住民が集まる年末恒例の地域の行事として定着してい
ます。

当日は「餅つき」のほか、豚汁やおにぎりも振る舞われます。豚汁とおにぎりは、グリーンコープ生協ふく

おかの久留米南町店から届けます。なお「餅つき」に必要な費用は、グリーンコープに寄せられた組合員

からのカンパ金で賄われています。

開催概要

12月16日(土) 10:00〜



杷木団地(朝倉市杷木林田330-1)

12月17日(日) 9:30〜
柿添団地(朝倉市頓田344)

組織概要

一般社団法人グリーンコープ共同体

福岡市博多区博多駅前一丁目５番１号

代表理事　日高 容子

https://www.greencoop.or.jp/

2018年、グリーンコープ生活協同組合連合会や、社会福祉法人グリーンコープ、労働協同組合など、九
州（福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、宮崎、鹿児島）、近畿（大阪、兵庫、滋賀）、中国（鳥取、岡山、島根、

広島、山口）、そして福島の16の生協、各種団体とともに「一般社団法人グリーンコープ共同体」を設立。
ひとつのグリーンコープのように持てるものを共有・連帯しながら、それぞれの地域に根ざした生活協同

組合として活動してきました。「安心・安全な食べものを子どもたちに食べさせたい」という母親の想いか

らはじまって、それぞれの地域を豊かにしていくことを目指しています。

連絡先

メール：cakydobr@greencoop.or.jp
電話番号：090-1468-9104
担当：浅島（アサジマ）


